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古代から中世における遺構の方向
－農業開発総合センター遺跡群を事例として－

Direction of Remains from the Nara Period to the Muromachi Period
－About the Case of Archaeological Sites in Kagoshima Prefectural Institute for Agricaltural Development－

東　和幸

Higashi Kazuyuki

要旨
農業開発総合センター遺跡群を事例として，古代から中世にかけて遺構の方向を調べたところ，東西南北軸か
ら次第に非東西南北軸に変わることが分かった。地形的に東西南北軸を基にした区割りがしにくい南九州にお
いて，律令体制が地方にも波及している状況を明らかにするとともに，一般集落では次第に非東西南北軸に変
わる状況を示した。一方，為政者である島津氏が東西南北軸から地形に合わせた区割りにするのは1600年代以
降であり，一般集落との違いを述べた。区割りの方向が変わる点について，八幡神と諏訪神との関わりについ
ても示唆した。

キーワード　遺構方向　律令体制　八幡神　諏訪神　島津氏居城

１　はじめに
　鹿児島県日置市吹上町和田と南さつま市金峰町大野に
広がる，鹿児島県農業大学校を核とする農業開発総合セ
ンターが開所して９年目を迎える。この建設に先立つ
埋蔵文化財の発掘調査は平成８年度から平成15年度まで
実施され，その成果は６冊の報告書にまとめられた１）。
筆者自身は平成９年度と平成10年度の２年間，農業開発
総合センター遺跡群の発掘調査に携わり，遺構や遺物に
対していくつかの問題意識をもった２）。その中に，遺
構の方向というものがある。
　諏訪牟田遺跡では，２つの時期の遺構が重なって検出
された。一つは東西南北に沿い，もう一つは隣接する南
方神社の参道と同じ向きに構築されているのである。明
治時代以降に「南方神社」と呼ばれてはいるものの元々
は諏訪神であり，「諏訪牟田・諏訪脇・諏訪前」などの
地名にも反映されている。南方神社の向きと遺構の方向
が同じものと違うものが同じ場所に存在することは，あ
る時期に方向が変化したということである。本稿では，
それが何時であり，どのような理由であるのか追ってみ
たい。さらに，農業開発総合センター遺跡群の事例を基
に，鹿児島における遺構の方向についても若干考えてみ
ることとする。

２　農業開発総合センター遺跡群の様相
（１）農業開発総合センター遺跡群の概要
　農業開発総合センター遺跡群は24遺跡から成り，およ
そ100ヘクタールの広さのうち，建物建設部分や削平さ

れる部分などが発掘調査された。地形は標高86ｍから13
ｍまで起伏に富んでいるが，大半は50ｍほどの台地が占
めている。発掘調査の結果，旧石器時代から近世まで多
彩な遺構や遺物が掘り出され，同じエリア内で各時期の
変遷を捉えることができる希少な調査事例である。古代
から中世の遺構を伴う集落跡は，台地上の平坦地を利用

第１図　農業開発総合センター遺跡群の位置
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して営まれており，10か所の遺跡で確認された。北側の
遺跡から順次，紹介することとする。
　なお，遺構の方向に関しては，尾ヶ原遺跡で検出され
た６世紀代の竪穴住居跡が等高線に沿って配置されてい
ることから，古墳時代までは地形に合わせていたことが
窺える。
（２）吹上小中原遺跡
　吹上小中原遺跡は，遺跡群内では最も北にあり，独立
した台地に位置する。掘立柱建物跡９棟と溝状遺構が検
出されている。８号掘立柱建物跡は９号掘立柱建物跡に
切られている。報告では中世の遺構とされるが，周辺か

ら出土している遺物は，９世紀～10世紀にかけての土師
器や須恵器である。
（３）建石ヶ原遺跡
　建石ヶ原遺跡は，北側と西側が台地の縁辺部となるが，
北西側は東側に広がる台地とつながっていたと考えら
れる。溝状遺構12条と方形周溝（墓）１基が検出された。
溝状遺構の中には，波板状凹凸面を伴うものもある。溝
状遺構１は，溝状遺構４に切られている。
（４）古里遺跡・西原遺跡  
　古里遺跡・西原遺跡は，北側と西側が台地の縁辺部
となる。掘立柱建物跡12棟と溝状遺構４条が検出された。

第２図　各遺跡の遺構（１）



－30－

１号掘立柱建物跡の柱穴から，東播系こね鉢が出土した。
９号掘立柱建物跡の柱穴からは，回転糸切り離しの土師
器と青磁および白磁が出土している。他の出土品には，
備前焼や滑石製品などもある。
（５）諏訪前遺跡
　諏訪前遺跡は，台地のほぼ中央に位置し，標高は50ｍ
を図る。溝状遺構10条が検出されており，埋土からは青
磁の稜花皿や瓦器質の鉢が出土している。
（６）諏訪牟田遺跡
　諏訪牟田遺跡は，北側が台地縁辺部にあたり，北西側

が小山になっている。南方（諏訪）神社が所在する場所
でもある。掘立柱建物跡11棟と溝状遺構５条および焼土
を伴う土坑７基と焼土遺構１ヶ所が検出された。土坑お
よび焼土遺構からは，９世紀～10世紀の土師器や須恵器
が出土した。掘立柱建物跡１号・２号・３号の柱穴から
は，９世紀～10世紀の遺物が出土している。掘立柱建物
跡７号の柱穴からは，回転糸切り離しの土師器が出土し
ている。溝状遺構については，切り合い関係によって１
と４が最も古い。また，溝状遺構５は掘立柱建物跡９号
を切っている。

第３図　各遺跡の遺構（２）
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（７）馬塚松遺跡
　馬塚松遺跡は，北側から西側にかけての尾根を背後に
して北風を避け，南西側に開ける好環境の場所である。
遺構も最も多く検出されており，生活空間として条件が
そろっていたと考えられる。
　掘立柱建物跡24棟・溝状遺構19条・溝状遺構（硬化
面）２条・古道５条・竪穴状遺構１基が検出された。掘
立柱建物跡１・９・11の柱穴および竪穴状遺構から，回
転糸切り離しの土師器が出土している。また，掘立柱建
物跡７の柱穴から擂り鉢が出土した。
　中世溝状遺構２は，中世溝状遺構４と５の硬化面およ
び掘立柱建物跡５に切られている。中世溝状遺構３は，
中世溝状遺構７および掘立柱建物跡７に切られている。
中世溝状遺構４は，中世溝状遺構５の硬化面および掘立
柱建物跡６に切られている。中世溝状遺構７は，中世溝

状遺構１に切られている。中世溝状遺構11は，中世溝状
遺構10に切られている。馬塚松遺跡出土の遺物は，土師
器・青磁・白磁などであり，13世紀～15世紀に比定され
ている。
（８）諏訪脇遺跡
　諏訪脇遺跡は台地のほぼ中央部に位置し，南南西方向
に緩やかに傾斜している。古代から中世にかけては，掘
立柱建物跡12棟，溝状遺構15グループ，竪穴状遺構１基
が検出されている。遺物は，土師器・須恵器・青磁・白
磁・瓦質土器・鉄滓などが出土している。遺構の切り合
い関係を明記しているのは，竪穴状遺構が溝状遺構３を
切っている状況である。また，溝状遺構10のグループに
は５条が検出されており，①～④は同一方向であるが，
一番新しい⑤は一部方向を変えている。溝状遺構４から
は，樺番城窯跡例に類似する瓦質土器が出土し，13～14

第４図　各遺跡の遺構（３）
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世紀に比定している。
（９）大門口遺跡
　東側が台地縁辺部となる場所で，溝状遺構８条と道跡
遺構４条が検出された。溝状遺構については，埋土が中
世の黒色土より色が薄く，近世以降の新しい様相を示す
という。
（10）神原遺跡
　神原遺跡は台地の南西側に位置し，北側にはいくつか

の谷が入る。溝状遺構と古道が検出されている。溝状遺
構は全長160ｍで，９～10世紀代の土師器や須恵器が出
土している。硬化面を伴う古道からは，15世紀代に比定
される青磁の稜花皿が出土している。
（11）市堀遺跡
　南東側が台地の縁辺部になり，掘立柱建物跡８棟と竪
穴状遺構１基が検出された。出土遺物は中世と報告され
ているが，少ない点数の中で確実に言えるものはない。

第５図　各遺跡の遺構（４）
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３　遺構の方向
（１）方法と結果
　遺構の方向を示すには，各遺構の平面図に示された方
位から割り出せばよいのであるが，遺構図に示された方
位には大小があり誤差が広がる恐れがある。幸いに農業
開発総合センター遺跡群の発掘調査では，公共座標基準
に合わせたグリッド配置となっているので，各遺跡の遺
構配置図を基に方向を割り出した。各遺構の長軸線上に
補助線を入れ，南北線を基準に北からの方向を時計回り
の角度で示した。その結果が，第１表・第２表であり，
角度を図にすると第７図となる。
　表および図で示された角度の空白部分を見ると，大き
く10のグループに分かれる。ただし，掘立柱建物は長方
形となり，溝状遺構や道跡は直交するので，90°近くの

差が出るものについては同一方向の遺構と考えて良いこ
とから，以下の５つの方向が明らかとなった。
　１類：０°～10°および81°～110°
　２類：11°～25°および111°～115°
　３類：26°～41°および116°～130°
　４類：42°～55°および131°～142°
　５類：56°～80°および143°～179°
（２）時期と方向
　上述したように，農業開発総合センター遺跡群の遺構
で確認できた１類から５類の方向は，どの時期に合致す
るのだろうか。まず，９世紀～10世紀の遺物が出土して
いるのは，諏訪牟田遺跡や吹上小中原遺跡にみられるよ
うに東西南北軸の１類である。市堀遺跡の１類も古代に
さかのぼる可能性がある。なお，神原遺跡の５類の溝状

第６図　各遺跡の遺構（５）
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遺構からも９世紀～10世紀の遺物が出土している。
　２類については，吹上小中原遺跡と市堀遺跡で１類と

ともに検出されていることから，古代にさかのぼる可能
性がある。古里・西原遺跡と馬塚松遺跡では，回転糸切

遺跡名 遺構名 主軸方向 類別 時期

吹上小中原遺跡

掘立柱建物跡１号 ３° １類 古代

掘立柱建物跡２号 ９６° １類 古代

掘立柱建物跡３号 ９４° １類 古代

掘立柱建物跡４号 ９１° １類 古代

掘立柱建物跡５号 １０８° １類 古代

掘立柱建物跡６号 １４° ２類 古代

掘立柱建物跡７号 １０１° １類 古代

掘立柱建物跡８号 １５° ２類 古代

掘立柱建物跡９号 １７° ２類 古代

溝状遺構 ８２° １類 古代

建石ヶ原遺跡

溝状遺構１ １４° ２類 中世

溝状遺構２ １８° ２類 中世

溝状遺構３ １８° ２類 中世

溝状遺構４ ３３° ３類 中世

溝状遺構 １１９° ３類 中世

溝状遺構１１ ２８° ３類 中世

方形周溝 １２１° ３類 中世

古里・西原遺跡

１号掘立柱建物跡 １０５° １類 中世

２号掘立柱建物跡 ２０° ２類 中世

３号掘立柱建物跡 ９８° １類 中世

４号掘立柱建物跡 １１５° ２類 中世

５号掘立柱建物跡 １１８° ３類 中世

６号掘立柱建物跡 １１３° ２類 中世

７号掘立柱建物跡 １１８° ３類 中世

８号掘立柱建物跡 １１５° ２類 中世

９号掘立柱建物跡 ２４° ２類 中世

１０号掘立柱建物跡 ２２° ２類 中世

１１号掘立柱建物跡 １１２° ２類 中世

１２号掘立柱建物跡 １２４° ３類 中世

溝状遺構１ ８２° １類 中世

溝状遺構２ｂ １２４° ３類 中世

溝状遺構３ １２４° ３類 中世

諏訪前遺跡

溝状遺構 １５２° ５類 中世

　－ ６８° ５類 　－

　－ １３３° ４類 　－

　－ ３７° ３類 　－

諏訪牟田遺跡

掘立柱建物跡１号 ８３° １類 古代

掘立柱建物跡２号 ８６° １類 古代

掘立柱建物跡３号 ９７° １類 古代

掘立柱建物跡４号 ７５° ５類 古代

掘立柱建物跡５号 ９０° １類 古代

掘立柱建物跡６号 １００° １類 古代

掘立柱建物跡７号 ７０° ５類 中世

掘立柱建物跡９号 ９０° １類 中世

掘立柱建物跡１０号 ７５° ５類 中世

掘立柱建物跡８号 ８４° １類 中世

溝状遺構１ １５０° ５類 古代・中世

溝状遺構２ １４５° ５類 古代・中世

溝状遺構３ ６８° ５類 古代・中世

溝状遺構４ １６０° ５類 古代・中世

溝状遺構５ ６８° ５類 掘立９より新しい

馬塚松遺跡

掘立柱建物跡１号 １７° ２類 中世

掘立柱建物跡２号 １７° ２類 中世

掘立柱建物跡３号 １６０° ５類 中世

掘立柱建物跡４号 ２０° ２類 中世

掘立柱建物跡５号 ４７° ４類 中世

掘立柱建物跡６号 ３５° ３類 中世

掘立柱建物跡７号 ２４° ２類 中世

掘立柱建物跡８号 ３１° ３類 中世

掘立柱建物跡９号 １１９° ３類 中世

掘立柱建物跡１０号 １２０° ３類 中世

掘立柱建物跡１１号 １１８° ３類 中世

掘立柱建物跡１２号 １２６° ３類 中世

掘立柱建物跡１３号 １２３° ３類 中世

掘立柱建物跡１４号 １３９° ４類 中世

掘立柱建物跡１５号 １２２° ３類 中世

掘立柱建物跡１６号 １０４° １類 中世

掘立柱建物跡１７号 １０３° １類 中世

掘立柱建物跡１８号 １０３° １類 中世

掘立柱建物跡１９号 １０３° １類 中世

掘立柱建物跡２０号 １０３° １類 中世

掘立柱建物跡２１号 ９０° １類 中世

遺跡名 遺構名 主軸方向 類別 時期

馬塚松遺跡

掘立柱建物跡２２号 ９８° １類 中世

掘立柱建物跡２３号 １００° １類 中世

掘立柱建物跡２４号 ９３° １類 中世

中世溝１ － 中世

中世溝２ １３４° ４類 中世

中世溝３ １３４° ４類 中世

中世溝４ ５９° ５類 中世

中世溝５ ３０° ３類 中世

中世溝６ ２８° ３類 中世

中世溝７ ２８° ３類 中世

中世溝８ ７３° ５類 中世

溝１ ５０° ４類 近世以降

溝２ ６２° ５類 近世以降

溝３ ６２° ５類 近世以降

溝４ － 近世以降

溝５ 　－ 近世以降

溝６ １３９° ４類 近世以降

溝７ ４９° ４類 近世以降

溝８ １３９° ４類 近世以降

硬化面 ４５° ４類 近世以降

硬化面１ ５０° ４類 近世以降

硬化面２ ５０° ４類 近世以降

諏訪脇遺跡

掘立柱建物跡１ ７０° ５類 　－

掘立柱建物跡２ １３２° ４類 　－

掘立柱建物跡３ ７２° ５類 　－

掘立柱建物跡４ １１３° ２類 　－

掘立柱建物跡５ ８０° ５類 中世

掘立柱建物跡６ ９８° １類 　－

掘立柱建物跡７ ９５° １類 古代

掘立柱建物跡８ ９７° １類 　－

掘立柱建物跡９ ９８° １類 中世

掘立柱建物跡１０ １１７° ３類 中世

掘立柱建物跡１１ １４７° ５類 中世

掘立柱建物跡１２ １６５° ５類 中世

溝状遺構１ ０° １類 　－

溝状遺構２ ９０° １類 　－

溝状遺構３ ６３° ５類 中世

溝状遺構４ １５２° ５類 中世

溝状遺構５ － 溝６より新しい

溝状遺構６ － 中世

溝状遺構７ ７２° ５類 －

溝状遺構８ ６９° ５類 －

溝状遺構９ ６６° ５類 －

溝状遺構１０ １５８° ５類 －

溝状遺構１１ ５８° ５類 －

溝状遺構１２ ６５° ５類 中世

溝状遺構１３ 　　１２５° ３類 －

溝状遺構１４ ２２° ２類 －

溝状遺構１５ １３７° ４類 －

竪穴状遺構 　　　２７° ３類 溝３より新しい

大門口遺跡

溝１ ３８° ３類 近世以降

溝２ １１３° ２類 近世以降

溝３ ３２° ３類 近世以降

溝４ － 近世以降

溝５ １３４° ４類 近世以降

溝６ － 近世以降

溝７ ３２° ３類 近世以降

溝８ ３２° ３類 近世以降

道１ － 近世以降

道２ ４１° ３類 近世以降

道３ ３２° ３類 近世以降

道４ ２９° ３類 近世以降

神原遺跡
溝状遺構 １６８° ５類 古代

古道 　１５８° ５類 中世

市堀遺跡

掘立柱建物跡１ １９° ２類 古代・中世

掘立柱建物跡２ １０７° １類 古代・中世

掘立柱建物跡３ ９４° １類 古代・中世

掘立柱建物跡４ ６° １類 古代・中世

掘立柱建物跡５ ８８° １類 古代・中世

掘立柱建物跡６ ５° １類 古代・中世

掘立柱建物跡７ ８９° １類 古代・中世

掘立柱建物跡８ ８５° １類 古代・中世

第１表　遺構の方向（１） 第２表　遺構の方向（２）
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３類の竪穴状遺構が５類の溝状遺構３を切っている。ま
た，諏訪脇遺跡の溝状遺構10で５類から３類への変遷が
認められる。なお，大門口遺跡では近世・近代に該当す
る３類の溝状遺構や道跡が検出されている。
　４類は馬塚松遺跡にあり，調査結果でも層位的に最も
上層で検出され，近隣の年配者も櫨の並木があったこと
を覚えていた。発掘調査でも櫨の根が腐らずに出土し，
江戸時代に薩摩藩で奨励された櫨であることから，近世
後半から昭和40年代までの馬塚松遺跡周辺は，この角度
であったことが分かる。なお，昭和29年の５万分の１の
地図を見ると，北から135度の道が諏訪(南方)神社から延
びている。諏訪（南方）神社は４類に該当する。少なく
とも昭和40年代までは諏訪脇遺跡から大門口遺跡の遺構
の方向は，北西－南東の方向軸が存在していた。
　５類は諏訪牟田遺跡や諏訪脇遺跡にみられ，13世紀～
14世紀の遺物が出土している。前述したように，神原遺
跡では古代前半の遺物が５類の溝状遺構から出土してい
る。
　以上をまとめると，１類から５類は直線的に並ぶので
はなく，円を描くように並ぶことから，１類と２類およ
び５類は近似値である。したがって，１類→２類→３類
もしくは１類→５類へ時間的に推移していることは認め
られる。１類から遠いのが，３類と４類ということにな
る。
　

４　考察
（１）東西南北軸
　東西南北を軸とする方向が古代にさかのぼることは，
条坊制の影響が考えられる。条坊制は，中国にならって
７世紀末に藤原京で採用され平城京や平安京に続く，古
代の地割りである３）。官衙だけでなく，口分田を分け
与えるため耕作地も東西南北に区画し，条里型地割りと
呼ばれている。薩摩国府４）や大隅国分寺５）およびその
周辺にも採用され，律令制度が地方へも浸透した状況を
確認することができる。農業開発総合センター遺跡群に
近い官衙跡は，「阿多」の可能性のある刻書土器や帯金
具が出土した小中原遺跡があり，遺構の方向は東西南北
に沿っている６）。農業開発総合センター遺跡群の１類
も古代に該当することから，律令制が及んだ証拠と考え
られる。
　さらに，農業開発総合センター遺跡群周辺で東西南北
軸を探すと，多布施神社や大汝牟遅神社がある。多布施
神社は古代までさかのぼる神社で，県内には式内社とし
て鹿児島神社・大穴持神社・宮浦神社・韓国宇豆峯神
社・益救神社・枚聞神社・加紫久利神社があり，他に志
奈毛神（志奈尾神社）・白羽火雷神（白和大明神）・智
賀尾神・伊尓色神が古代の神社として記録されている
７）。これらの神社の方向をみてみると，ご神体が山頂
である場合を除き本殿が東西南北方向を向いている例が
多い。また，大汝牟遅神社は八幡社であり，正八幡宮で
ある鹿児島神宮をはじめとして県内の八幡社をみても南
向きが多い８）。
　鹿児島の地形はシラス台地を基本として，台地上の
「原」と台地縁部が浸食された「迫」から成り平地が少
ないため，東西南北に合わせるには他の都道府県と違っ
てかなり無理が生じる。それにもかかわらず東西南北を
基軸とする地割りが行われたことは，強い政治力による
ものと考えられる。古代の国家は律令体制を地方まで波
及させるのに，神社を勧請することによって東西南北の
地割りを浸透させたのではないかと考える。特に，旧大
隅国と旧薩摩国においては，八幡神がその役割を果たし
たのではないかと考える。
（２）非東西南北軸
　２類から５類の非東西南北軸は古代でも後半以降にみ
られ，本格的に採用するのは，中世に入ってからと考え
られる。さらに，諏訪（南方）神社が勧請されたことに
よって方向が４類になったと考える。諏訪（南方）神社
の創建は，記録から少なくとも長享２（1488）年よりは
古いことが窺える。これは諏訪前遺跡出土の遺物が15世
紀代であることとも齟齬はない。
　旧大隅国と旧薩摩国に諏訪神社が勧請されるのは，中
世以降である。中村明蔵氏によると，新納忠元は永禄10
（1567）年の菱刈氏との戦いに戦功があったことから大

り離しの土師器が
出土していること
から，少なくとも
12世紀以降の掘立
柱建物跡である。
建石ヶ原遺跡では，
２類の溝状遺構１
が３類の溝状遺構
４に切られている。
　３類は，建石ヶ
原遺跡の方形周溝
（墓）や馬塚松遺
跡にあり，古里・
西原遺跡にも２類
とともにある。馬
塚松遺跡では回転
糸切り離しの土師
器が出土している
ので，少なくとも
12世紀以降の掘立
柱建物跡である。
諏訪脇遺跡では，第７図　遺構の方向
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【註】
１）鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書の（83）・
（97）・（98）・（121）・（122）・（138）に，発掘調査成果がまと
められている。

２）農業開発総合センター遺跡群の発掘調査に２年間携わった
間に問題意識をもった項目に，絵画土器・石刀・磨石・波板
状凹凸面・溝状遺構・硬化面・入佐式土器・埋設土器・磨石・
灰ゴラ・縄文時代の道跡・縄文時代晩期の柱穴列がある。縄
文時代晩期の柱穴列については未だ考えがないが，いつかは
解明したいと思っている。

３）田中琢編 1996『古都発掘－藤原京と平城京－』岩波新書
４）鹿児島県教育委員会 1972『薩摩国府・国分寺』
５）霧島市教育委員会 2010『大隅国分寺－遺構編－』霧島市

埋蔵文化財発掘調査報告書 ( ９)
６）鹿児島県教育委員会 1991『小中原遺跡』鹿児島県埋蔵文

化財発掘調査報告書 (57)
７）永山修一「かごしま古散歩 267」『南日本新聞 2011.10.1』

南日本新聞社
８）筆者が八幡神の方向に注目するようになったのは，当時鹿

児島市立田上小学校５年生であった野中光泰君のレポートに
刺激されたからである。野中光泰 2012「荒田八幡宮の秘密
を探る」『興南』第 98 号　興南会

９）中村明蔵 2007「薩摩藩における諏訪神社とその信仰につ
いて」『鹿児島国際大学国際文化学部論集』第７巻第４号鹿
児島国際大学

10）東和幸 2012「鹿児島における江戸期前後の土地区割りに
ついて」『薩南文化』第４号　南九州市立図書館

口地頭になるが，諏訪大明神の霊験を深く信奉しつつも
在来神である八幡宇佐宮を排除できなかったとしている
９）。中世においては大隅正八幡宮領と島津領が拮抗し
ており，島津氏にとっては八幡神からの脱却を図るため
にも諏訪神を進めたのではなかろうか。諏訪神社は東西
南北軸にこだわることなく，地形に沿って本殿が建てら
れることから，周辺の区割りも地形に合わせたものに
なったと考えられる。鹿児島の地形にとって東西南北軸
の区割りは無理があり，地形に合わせることによって本
来の姿に戻ったとも言える。ここに，ようやく古代から
の脱却が図られたのではないかと考える。
（３）鹿児島における遺構の方向
　筆者は，別稿で鹿児島における江戸期前後の土地区割
りについて私見を述べた10）。その要旨は，①島津氏が
築いた松尾城・内城・富隈城・島津義弘居館跡・加治木
屋形は，東西南北に合ったつくりである。②鹿児島（鶴
丸）城と国分（舞鶴）城は地形に合わせたつくりであり，
土地区割りに対する考え方が変化した。③鹿児島城下の
出水筋は東西，大口筋は南北につくり，150°の角度で
３回折り曲げることによって二つの筋を結ぶ壮大な計画
性があったことを述べた。
　農業開発総合センター遺跡群では東西南北軸から非東
西南北軸に変化したのは，古代末～中世初め頃と考えら
れるが，島津氏が地形に合わせた区割りをはじめたのは
慶長６（1601）年以降である。為政者の方が早く非東西
南北軸に合わせそうなものであるが，島津氏の場合はそ
うではなかった。「天子南面す」の思想が江戸時代初期
まで残っていたかどうかは不明であるが，特に島津義弘
は最後まで東西南北軸の区割りを行っている。律令体制
の衰退とともに一般集落の方がいち早く，生活に無理の
ない地形に合わせた方向に区割りを変化させたとも考え
られる。
　諏訪牟田遺跡を発掘調査している時は，諏訪（南方）
神社を勧請する際に東西南北軸から非東西南北軸に区割
りが変わったのではないかと考えていたが，必ずしもそ
うではなさそうである。諏訪（南方）神社の方向が４類
であるのに対し，諏訪牟田遺跡では１類と５類の方向し
かみられないからである。東西南北軸から非東西南北軸
への区割りの方向転換は，為政者が主導したのか，それ
とも自然発生的に住民が進めたのか明らかにすることが
今後の課題である。また，農業開発総合センター遺跡群
でのあり方が旧大隅国と旧薩摩国に援用できるかどうか，
八幡神や諏訪神を勧請する背景や年代について文献史学
の成果と併せて追究することが課題である。

５　おわりに　
　以上，鹿児島における遺構の方向についてみていくと，
現在我々が住む各集落の成り立ちや変遷にも視線が向い

てくる。本稿の考えの正否はともかく，足下の歴史や文
化に想いを馳せることは，地域をより知ることとなり，
これからの地域を考える契機にもなる。今後ともこのよ
うな視点で，それぞれの地域を見て歩きたいと思う。ご
叱正をお願いしたい。
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